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市
内

の
町
内
会
・
自
治
会
で
は
、
防
犯・

８１

防
災
、
環
境
美
化
、
福
祉
活
動
、
子
育
て
支

援
活
動
等
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。「

人
と
地
域
の
つ
な
が
り
」「
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
」を
通
し
て
、
地
域
で
支
え
た
り

支
え
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
、
市
と
町
内
会
・

自
治
会
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

「市民協働」とは、市民、地域団体、市民活動団体、事業者
及び市が地域の課題を解決するために、それぞれの特性を
生かして補完し合い、協力することです。
「市民参加」とは市民が市政に主体的に参加すること。
どちらも自分達のまちをより元気に、より住みやすく
していくためには必要不可欠なことです。
「市民協働」と「市民参加」それぞれに
ついてご紹介します。

福釜町内盆踊り

城南町見守り活動

町
内
会
・
自
治
会
活
動

霞

[学生ボランティアのサポート内容]
□教師が行う授業の補助、教材の作成補助
□理科の実験や、家庭科・技術科・音楽・体

育等実技面の補助
□校舎内の掲示や施設の補修、校内の草刈り
□運動会等の行事の手伝い
※学生ボランティアに興味のある人は、学校

教育課（緯〈７１〉２２５４）へ。

学
校
で
の
活
動

将
来
、
教
員
等
子
ど
も
に
か
か
わ
る
仕
事

に
就
き
た
い

と
考
え
て
い

る
大
学
生
・

短
期
大
学
生・

大
学
院
生
等

が
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
地
域

の
子
ど
も
達

の
学
校
生
活

を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

N
P
O
や
市
民
活
動
団
体
の
サ
ポ
ー
ト
拠
点

安
城
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
安
城
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
内
）で
は
、
市
民
が
気
軽
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
づ

く
り
や
、
活

動
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広

げ
ら
れ
る
よ

う
市
民
活
動

の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に

利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

[市民活動センターでできること]
□登録団体の活動紹介、メンバー募集・イベ

ント等についての情報提供
□活動に関する相談、他団体とのマッチング
□登録団体になると、打合せや講座開催が可

能なスペース、チラシ作成が可能な設備等
も無償で利用可能

※市民交流センター（緯〈７１〉０６０１）２階の会議室や
多目的室、調理実習室は、登録団体以外の人も
会議や研修等に有償で利用できます。
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神
谷
和

神
谷
和
明明
さ
ん
さ
ん（（
福
釜
町
公
民
館
長

福
釜
町
公
民
館
長
））

１
５
０
０
人
を
集
め
る
盆
踊
り
を
毎
年
開
催

子
ど
も
達
に
楽
し
く

学
校
に
通
っ
て
も
ら
う
ぞ
！

安
城
中
部
小
学
校
で
週
１
日
、
２
年

生
ク
ラ
ス
で
授
業
や
ク
ラ
ス
運
営
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
教
師
を
目

指
し
て
い
る
の
で
将
来
に
役
立
つ
だ

ろ
う
と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
で
も

子
ど
も
達
と
密
に
関
わ
る
う
ち
に
、

将
来
の
こ
と
よ
り
も
、
子
ど
も
達
が

楽
し
く
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
手

助
け
を
し
た
い
と
い
う
思
い
の
方
が

強
く
な
り
ま
し
た
。

僕
自
身
は
東
山
中
学
校
出
身
。
３
年

生
の
頃
の
担
任
の
先
生
は
、
常
に「
君

達
は
ど
う
思
う
？
」と
問
い
か
け
、
生

徒
の
自
主
性
を
大
切
に
し
て
く
れ
ま

し
た
。
次
は
僕
が
安
城
で
そ
ん
な
先

生
に
な
っ
て
、
子
ど
も
達
の
可
能
性

を
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
ん
で
す
。

勉
強
が
苦
手
な
子
や
落
ち
着
い
て
授

業
を
受
け
ら
れ
な
い
子
等
、
様
々
な

子
が
い
ま
す
。
で
も
、
ど
の
子
も
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
か
わ
い
い
で
す
！

ど
の
子
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

か
わ
い
い

お
も
し
ろ
い
こ
と
、
た
め
に

な
る
こ
と
を
シ
ェ
ア
し
た
い

年
間
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
福

２１祉
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
子
ど

も
を
育
て
る
う
ち
に
、
大
人
に
な
る

こ
と
を
楽
し
み
に
す
る
よ
う
な
子
ど

も
達
の
育
成
に
携
わ
り
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
い
く
つ
か

の
市
民
団
体
を
立
ち
上
げ
て『
遊
育
』

や『
キ
ャ
リ
ア
教
育
』を
進
め
た
り
、

中
学
不
登
校
の
子
の
親
の
お
話
し
会

を
開
催
し
た
り
と
、
学
童
期
以
降
の

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。「
私
が
子
育
て
で
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
」を
皆
と
シ
ェ
ア
し
た
い
！

が
私
の
出
発
点
な
ん
で
す
。

今
は
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
職
員
で

す
。
市
民
団
体
が
活
動
の
目
的
を
達

成
で
き
る
よ
う
に
、
活
動
に
ピ
ッ
タ

リ
な
情
報
や
他
団
体
の
紹
介
等
を
し

て
い
ま
す
。
市
民
活
動
っ
て
長
期
的

な
視
点
が
大
切
。
じ
っ
く
り
強
力
に

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
よ
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
！

町
内
盆
踊
り
を

協
働
で
盛
り
上
げ
る
！

か
つ
て
町
内
盆
踊
り
は
担
い
手
も
お

客
さ
ん
も
減
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
福
釜
で
は
何
と
か
盆
踊
り
を
盛

り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
町

内
で
活
動
す
る
団
体
に
屋
台
を
出
し

て
も
ら
っ
た
り
、
若
い
担
い
手
団
体

を
立
ち
上
げ
企
画
運
営
を
し
て
も
ら

っ
た
り
し
ま
し
た
。
若
者
と
の
交
流

の
き
っ
か
け
づ
く
り
も
し
て
仲
間
が

増
え
ま
し
た
ね
。
若
い
力
で
盛
り
上

げ
て
く
れ
て
、
福
釜
の
町
内
盆
踊
り

は
、
町
内
会
と
町
内
地
縁
団
体
の
協

働
で
今
で
は
毎
年
大
盛
況
で
す
よ
。

福
釜
で
生
ま
れ
育
っ
て
、
会
社
勤
め

の
傍
ら
、
青
年
団
、
町
内
会
と
ず
っ

と
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
自
然
の
こ
と
だ
っ
た
し
、

仕
事
も
ま
ち
づ
く
り
も
同
じ
ぐ
ら
い

自
分
の
人
生
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
福
釜

の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
よ
。

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち

の
た
め
に
何
か
で
き
る

藤
田
遼

藤
田
遼
一一
さ
ん
さ
ん（
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

（
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アア
・・
大
学
大
学
２２
年
）
年
）

身
近
な
頼
れ
る
お
兄
ち
ゃ
ん

増
田
貴

増
田
貴
子子
さ
ん
さ
ん（
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

（
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
））

市
民
活
動
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

町内会、教育現場、市民活動。
それぞれの分野でまちづくりをがんばる
３人に聞きました。

蚊

■問諮市民協働課（緯〈７１〉２２1８）
特集２
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安
城
市
は「
市
民
が
主
役
の
自
治
の
実
現
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
市
民
は
市
政
へ
の

参
加
に
つ
い
て
、
様
々
な
方
法
で
意
見
や
提

案
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
意
見
等
を
市
へ
届
け
る
こ
と
で
、

ぜ
ひ
市
政
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

陰市政に関する基本的な方針を定め、又は市民に義務を課し、
若しくは市民の権利を制限することを内容とする条例の制定
又は改廃

隠総合計画又は市の基本的な事項を定める計画等の策定又は変更
韻広く市民生活に重大な影響を及ぼす制度の導入又は改廃
④広く市民の公共の用に供される施設の設置に係る基本計画等の
策定又は変更

安城市市民参加条例で規定する市民参加の対象

施
策
の
趣
旨
、
目
的
、
内
容
等
を
公
表
し
、

そ
れ
に
対
し
て
広
く
市
民
の
意
見
を
募
り
、

提
出
さ
れ
た
意
見
を
参
考
に
し
て
施
策
を
決

定
し
、
市
民
等
か
ら
の
意
見
、
そ
れ
に
対
す

る
市
の
考
え
方
を
公
表
す
る
一
連
の
手
続
き

が「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」で
す
。

市
民
参
加
の
方
法
の
多
く
は
、
直
接
会
議

参
加
方
法
虚

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

等
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
意
見
を
提
出
す
る
た
め
、

期
間
中
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
参
加

で
き
る
方
法
で
す
。
時
間
的
な
理
由
で
参
加

で
き
な
い
市
民
に
と
っ
て
、
意
見
を
述
べ
る

機
会
が
確
保
さ
れ
ま
す
。
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安
城
市
市
民
協
働
推
進
計
画
の
推
進
や
市
の
市
民
協
働
に
関

す
る
取
組
み
等
に
つ
い
て
、
幅
広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る

た
め
に
、
市
民
協
働
推
進
会
議
の
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま

す
。

●
応
募
資
格
・
条
件

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

暫
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
又
は
市
内
で
活
動
す
る
満

歳
以

２０

上（
４
月
１
日
現
在
）

暫
応
募
時
点
で
本
市
の
審
議
会
等
の
委
員
を
３
つ
以
上
兼
務
し

て
い
な
い（
た
だ
し
、

月

日
以
前
に
任
期
満
了
と
な
る

１０

３１

も
の
を
除
く
）

暫
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
市
民
協
働
推
進
会
議
に
出
席
で
き

る（
２
年
の
任
期
中
計
６
回
程
度
を
予
定
）

●
募
集
人
数

３
人
程
度

●
任
期

月
１
日
～
２
０
２
０
年

月

日（
２
年
間
）

１１

１０

３１

●
報
酬

会
議
１
回
の
出
席
に
つ
き
７
５
０
０
円

●
選
考
方
法

書
類
審
査
、
面
接（
８
月

日
昇
午
後
を
予
定
）

２８

●
応
募
方
法

８
月
１
日
昌
～

日
晶
午
前
８
時

分
～
午
後

１７

３０

５
時

分
に
、
応
募
用
紙
を
持
参
か
郵
送（
必
着
）・フ
ァ
ク
ス
・

１５

Ｅ
メ
ー
ル
で
市
民
協
働
課（
〒

－

８
５
０
１
住
所
不
要
／
胃

４４６

〈

〉３
７
４
１
／kyodo@

city.anjo.lg.jp

）へ

７２※
応
募
用
紙
は
市
民
協
働
課
・
市
Ｈ
Ｐ
で
配
布
。

※
持
参
に
よ
る
提
出
の
場
合
は
㈯
㈰
㈷
を
除
く
。

審
議
会
と
は
、
市
の
施
策
や
計
画
策
定
の

た
め
に
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
専
門
的
事

項
に
つ
い
て
審
議
す
る
会
議
で
す
。
本
市
で

は
約
半
数
の
審
議
会
で
、
委
員
に
公
募
市
民

が
入
っ
て
い
ま
す
。

委
員
に
な
る
と
、
計

画
等
に
対
し
て
審
議

の
場
で
担
当
課
に
意

見
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、

審
議
会
の
開
催
予
定

や
委
員
の
公
募
に
つ

い
て
は
市
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
審
議
会

は
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

参
加
方
法
許

審
議
会

市
民
説
明
会
と
は
、
市
か
ら
計
画
や
施
設

の
方
向
性
等
を
説
明
し
、
参
加
者
か
ら
意
見

を
聴
く
手
法
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と
は
、
地
域
の
課
題

の
解
決
に
向
け
て
市

民
と
市
が
同
じ
テ
ー

ブ
ル
で
話
し
合
う
手

法
で
す
。
自
分
達
の

意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア

を
計
画
や
施
設
づ
く

り
に
生
か
せ
る
他
、

そ
の
後
の
運
営
等
も

継
続
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

参
加
方
法
距

市
民
説
明
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

峨

カフェにいるようなリラックスし
た雰囲気の中、参加者が少人数に
分かれたテーブルで市の施策や計
画について自由に対話を行い、他
のテーブルとメンバーをシャッフ
ルしながら話し合いを発展させて
いきます。相互理解を深め、知識
の共有ができる手法です。

■問諮市民協働課（緯〈７１〉２２1８）




